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研究成果の概要（和文）：韓国演劇界における「翻訳劇と創作劇」、「古典芸能の価値」、「新派と

新劇の意義」、「小劇場運動の成功と失敗」という代表的な論争には日本の演劇運動の影響が強

かった。特に、韓国の知識人は日本式の演劇運動が抱えている構造的な問題を既に理解してい

たにもかかわらず、そのまま受け入れて同じ成功と失敗を繰り返した。このように韓国の近代・

現代劇理論の成立においては、日本の演劇理論の影響が強かったことが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：The influence of Japanese theatrical movements has been strong 
on “Translated Plays versus Original Plays”, “The Value of Classical Theatre”, “The 
Significance of Shinpa and Shingeki”, and “The Successes and Failures of the Small 
Theatre Movement”, four representative controversies in the world of Korean theatre. 
This can particularly be seen in the fact that even though Korean intellectuals already 
knew and understood the structural problems that afflicted Japanese style theatrical 
movements, they took these movements in completely and made the same successes and 
failures. Their actions clearly show the influence of Japanese theatrical theory on the 
formation of recent and modern Korean theatre. 
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１．研究開始当初の背景 

20世紀初期から日本と韓国は政治・経済・
社会・文化的に密接、かつ複雑な関係を結ん
できた。特に、植民支配の時、朝鮮半島出身

の知識人は日本留学を通し、新しい学問や思
想に接するようになった。その後、彼らは韓
国を代表する近代知識人として成長したの
である。つまり、韓国の近代知識人達は日本
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を通して、西洋の近代文物と思想を学んだわ
けである。 
 しかし、植民支配者と被支配者という特殊
な関係によるこの時期の日韓の相互関係に
ついては客観的分析に基づく研究が行われ
ていない。特に、韓国の文化芸術界で重要な
位置を占めている演劇及び公演分野の研究
は皆無の状態である。 

これまでの研究は「近代劇としての新劇と
新派」、「小劇場運動論」、「翻訳劇論争」、「芸
術大衆化論争」、「プロレタリア演劇論争」な
ど多様な観点から公演芸術の近代と近代化
が如何に行われたかについての研究が多い。
しかし、日韓の影響関係の研究はほとんど未
開拓の分野である。このような問題意識から
筆者は、韓国近代公演芸術界の先駆者として
知られる代表的な劇作家、演劇理論家、演出
家である「柳致鎭（1905～1974）」と「洪海
星（1893～1957）」の演劇理論と芸術論に関
する研究を行ってきた。その結果、二人の演
劇理論と芸術世界観は、築地小劇場と深く関
わりがあることが明らかになった。彼らが韓
国の近代劇運動の基盤を築きあげるために
築地小劇場の演目をそのまま継承し、公演し
たこともまた事実である。つまり、本研究は
これまで研究されてこなかった日韓公演芸
術の相互関係の特徴を具体化することがで
きる。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、大正・昭和の演劇界で形
成された新しい劇理論が、韓国の近代・現代
劇成立にいかなる影響を及ぼしたかを明ら
かにすることである。大正・昭和期には日本
国内で新派劇の発展、自由劇場の消滅、築地
小劇場の設立など新しい演劇運動が始まり、
近代と近代化の演劇理論について多様な論
争が活発に行われた。この時期に韓国の近代
劇運動の先駆者として知られた知識人達が
留学生として来日し、日本を通して新しい学
問を学んでいた。したがって、韓国近現代劇
の理論形成には、日本演劇界の影響が大きか
ったのである。 
 
３．研究の方法 

本研究は、５段階に分けて進行した。 
第 1段階は、日韓の相互関係を立証できる

客観的資料の収集と再考察である。 
第 2段階は、収集した資料の整理と分析作

業である。資料の分析時には相互関係で発生
する「反復と差」を均衡的に検討する予定で
ある。特に、「反復」の側面は類似性と同質
性という二種類の観点から検討する。表面的
には似ているように見られる類似性と本質
的に同じである同質性という概念を念頭に
置き、どのような方法の反復であるかを具体
的に区分する。 

第 3段階は、不足資料を補填する過程であ
る。第 2段階の資料整理と分析の過程で、日
本と韓国の劇理論を比較する資料が不足し
た場合、さらに実証的な基礎資料を補充する。 
第 4段階はより深層的な資料の収集と資料

の客観的な価値を検証するために専門家の
助言を得る過程である。韓国側の資料は日韓
比較演劇学分野の元老である高麗大学大学
院文学研究科の徐淵昊名誉教授に検証を受
ける。 
第 5段階は小論文で年間の研究成果を発表

することである。関連学会（韓国演劇学会、
韓国劇芸術学会）で韓国の近現代劇が日本の
劇理論からどのような影響を受けたかにつ
いて研究発表し、日韓の研究者から多様な意
見を聴取し、意見交換の機会を設ける。 
 
４．研究成果 
 
平成 22 年度には、日韓の相互関係を立証

できる客観的資料の収集と再分析を中心に、
収集した資料の整理と分析作業を行った。そ
の結果、1910年代初から韓国の新派劇は日本
の新派を模倣する方式で始まったことが明
らかになった。1910、20年代からは新聞連載
記事、新小説、古典小説を脚色して多様なレ
パートリーを確保しようと方向性を変えた
が、当時の韓国新派劇は相変らず感傷的な家
庭悲劇から抜け出すことができなかった。大
部分の作品は家族間の葛藤と不幸、愛憎の交
差と復讐、家庭の解体と一族の没落が主な内
容だった。しかし、1930年代中盤からは完成
度が高く徹底した商業主義で運営された「東
洋劇場」が開館し、日本的な色から抜け出し
た脚本を土台に演出、演技、舞台美術などに
おける発展がみられた。このように韓国の
「新派劇」は、日本の新派から影響を受けて、
通俗的な商業主義を基盤とした大衆劇であ
り、メロドラマという様式として確立した演
劇であった。 
韓国の新派劇は、日本の新派から現代的な

舞台装置と事実的な演技、よく構成された演
出に影響を受けたが、前近代的な論理を擁護
する内容までそのまま受け入れたという問
題点も抱えている。しかし、韓国演劇史の中
で新派劇が確立した「大衆的な公演としての
価値」について深く考察する必要がある。韓
国新派劇の限界は観客の興味を追従したこ
とにあるが、皮肉にも韓国新劇の限界は、少
数の知識人だけを意識した結果数多くの観
衆を無視することになったということにあ
る。新派劇の最大の長所は常にその時代の観
客の嗜好を反映するために努力したという
観衆本位の精神である。演劇は基本的に観客
なしでは存在し得ない芸術である。そのため
には観客の要求をよく把握するべきだが、観
客の欲望を充足させながらも芸術的な価値



を維持するのは至難の技である。いずれにせ
よ、未だに解決されずにいる「観衆論」、「大
衆性論争」はこの日本の新派の影響が強かっ
たと言える。 

 
平成23年度には、激しい論争になった「小

劇場運動と大衆劇」、「翻訳劇の問題」、「伝統

劇の価値」の問題を中心に研究を行った。そ

の結果、韓国の新派劇と新劇は公演レパート

リーを見ると日本を模倣する方式で始まった

ことが明らかになった。しかし、このような

傾向は1930年代から大きく変化し始めた。韓

国国内でも「小劇場運動」の限界について認

識するようになったことがそのきっかけであ

った。小劇場運動の代表として認識された「

築地小劇場」の解散は韓国知識人にとっても

大きな衝撃であった。特に、その現実的な理

由が、経営上の赤字だったことから小劇場運

動について否定的に考える演劇人も増え始め

た。このように韓国では築地小劇場の解散に

よって小劇場運動の「理想論」と「現実論」

に対する議論が巻き起こったのである。本来

の小劇場運動は大資本の影響から離れて自由

に良い作品を作るために起きた運動だったが

、少数の観客だけでは成り立たないという現

実的な問題を改めて認識するようになった。

勿論、この問題を解決する最も簡単な方法は

大衆が見て楽しめる軽い興行劇を公演するこ

とだった。しかし、それは小劇場運動の目標

とは正反対の演劇だったので有り得ないこと

であった。このように築地小劇場の解散は、

韓国新劇界に小劇場運動のあり方についてさ

まざまな議論を呼び、演劇界の小劇場論争を

深める機会を与えた。 

小劇場と翻訳劇に関する論争は劇芸術研究

会においても大きな問題であった。結局、1935

年頃からは劇芸術研究会でも創作劇を中心に

レパートリーを変えようとする動きが起き始

めた。このような変化の最も大きな理由は、

観客が翻訳劇を正しく理解できなくなったと

いうことであった。柳致真を中心に変化が始

まったが、この変化は劇芸術研究会の大多数

を占めていた「海外文学派」の暗黙の了解を

得たので可能だった。柳致真は創作劇が重要

である理由を２つ挙げて説明した。１つはぎ

こちない外国人の演技に慣れると正しく感情

表現ができない俳優になること、もう１つは

創作劇の力を借りずには観衆の興味を引くこ

とができないということである。日本新劇の

失敗の原因を「劇作家の欠陥と俳優術の未熟

さ」と説明し、韓国演劇界も日本新劇界と同

じ失敗をしないように警戒した。日本の新劇

界では翻訳劇を過信した結果、俳優も知らな

いうちに外国人の生活演技に慣れてしまう奇

妙な現象が起こったと批判した。結局、人間

感情の細かい表現ができなくなり、これによ

って俳優術は劣悪な状況に落ちてしまった。

また劇作家の発掘にも関心を傾けなかったこ

とで、劇作家の不足につながり、これが日本

新劇界の総体的な問題の原因になったという

見解である。このように韓国の演劇人は日本

の新劇界を常に念頭に置いて自分の演劇論を

繰り広げたのである。 
「伝統劇の価値」に関する認識も日本新劇に
おいての浄瑠璃と歌舞伎への関心と似てい
た。しかし、実際には大きな差があった。日
本では浄瑠璃と歌舞伎の様式美に注目した
とすれば、韓国では原形的な形式と内容を包
括的に注目した。特に、朝鮮半島の伝統劇で
ある「山台劇」と「五広大劇」を理想的な演
劇形態として認識した。伝統劇を理想的な演
劇様式として認識した代表的な理論家が、柳
致真である。彼の伝統劇に対する肯定的な認
識は、山台劇と五広大の属性に関する説明に
もそのまま現れる。柳致真は演劇の本質を
「大衆性」と規定し、このような本質が山台
劇と五広大にはそのまま内在していると主
張した。山台劇と五広大は職業俳優ではなく、
民衆によって作られて観客もまさに民衆で
あった。結局、山台劇と五広大は民衆自ら創
作して楽しんだ娯楽であり、演劇が持ってい
る崇高な理想である「大衆性」を最もよく表
した形態であった。 
伝統劇に対する肯定的な立場は、日本の傾

向と同じように海外演劇を見た後、一層強化
された。柳致真は 1956年 6月 13日から 1957
年 6 月 29 日まで米国、英国、フランスの現
代演劇を観劇した。この体験を通し、欧米演
劇人は新しい演劇的な刺激を求めており、そ
の結果 「東洋的なものへ憧れ」 の傾向が
流行していることが分かった。この発見から
柳致鎮は若い時から演劇の本源的な特徴を
持っていると考えた「山台劇」と「五広大」
の価値について改めて認識した。自分の見解
が間違いではないことを欧米演劇人から認
めてもらったためである。 
しかし、過度に伝統劇の価値を重視する認

識は、劇形式という具体性が欠如し、理想的
な民族劇を作らなければならないという正
当性だけが強調された。結局、実体は曖昧に
なり、難解な虚像だけの論争にとどまったと
いう限界があった。 
 
平成 24 年度には、日韓の影響関係を客観

的に立証できる公演資料と新聞記事を中心
に、資料収集と分析作業を行った。その結果、
韓国近代演劇界の「翻訳劇と創作劇の論争」、
「古典芸能に対する再認識」、「新派と新劇の
影響関係」、「小劇場運動の成功と失敗」とい



う特徴が、日本の近代劇理論から影響を受け
ていることが明らかになった。 
「翻訳劇と創作劇の論争」は、翻訳劇の盲信
論と効用論の対立から始まったが、結果的に
は新劇界の内部的な批判として発展した。こ
の論争は日本でも韓国でも、過度に翻訳劇だ
けを重要視する傾向に対する問題提起とし
ての意味が強かった。特に、1920年代の新劇
界の翻訳劇論争は、過去の翻訳劇「盲信論」
と「効用論」に対する論争とは違った。むし
ろこの時期の翻訳劇論争は新劇界内部の批
判という性格が強かった。築地小劇場を作っ
た小山内薫は、1920年代を新劇運動の暗黒期
だと定義した。その理由は新鮮味がない既存
の劇作家にあると指摘した。小山内は既存の
創作劇には何の情熱も感じられない程度に
レベルが低いと批判し、新劇の台本には歌舞
伎や新派の台本と殆ど差がないと断言した。
このような過激な批判は、新劇内部の問題を
強調するための方法だった。 
「古典芸能に対する再認識」は、歌舞伎俳優
の価値を高く評価した日本の新劇理論が韓
国演劇界にも影響を与えた。韓国でも古典仮
面劇を、新しい価値がある劇様式として再認
識するようになった。しかし、韓国の演劇人
は小山内薫の歌舞伎研究について正確に理
解できず、単純に伝統を重要視したと理解し
た。彼は 1912年から 1913年まで欧米劇場を
見学した後、俳優の価値を新しく認識した。
日本に戻って直ぐ歌舞伎俳優の演技論につ
いて研究し始めた。小山内が日本の古典芸能
に関心を持った理由は、台本の文学的な価値
ではなく、舞台演出方式の価値を認めたため
である。このような関心は「国性爺合戦」の
公演で明確に現れた。新しいスペクタクルを
作り出すために世界の様々な国の音楽、舞踊、
パントマイムまで積極的に受け入れた。結局、
歌舞伎には舞台表現の一つの材料として価
値があると認識したのである。 
「新派と新劇の影響関係」は、韓国近代演劇
界において未だに論争が進行している問題
である。この問題を解決する概念は、日本に
おける‘新劇の翻訳劇’と‘新派の翻案劇’
というはっきりした区分であった。このよう
な区分は韓国の新派と新劇論争を解決する
重要な概念となった。1900年代初頭から日本
の演劇界内でも「翻案劇」と「翻訳劇」を明
確に区分し始めた。できるだけ原作をそのま
ま翻訳した作品に対する欲求が強くなり、小
山内も「翻案劇の時代」が終わって「翻訳劇
の時代」が到来したと宣言した。その結果、
新劇は翻訳劇、新派は翻案劇を公演するとい
う区分が自然にできた。 
 特に新劇界における近代劇とは「イプセン
以下、19世紀に確立するブルジョア社会に反
抗する、あるいは批判の目を向ける演劇」で
ある。このような基準から新派を見ると、基

本的に旧時代の価値を擁護する世界観を維
持しているので、新派の劇団で前衛的な戯曲
を翻案して公演をしてもそれは真の意味の
近代劇としての資格がない、という論理であ
る。 
「小劇場運動の成功と失敗」は、日韓近代劇
の影響関係を明確に現す項目であった。植民
地朝鮮における 1931年は、「劇芸術研究会」
が結成された歴史的な年であった。日本留学
を終えて戻った柳致鎮、金祐鎮、洪海星は劇
芸術研究会の中心メンバーになった。彼らは
日本の代表的な新劇団体だった築地小劇場
の活動を自然に参考にするようになった。特
に、洪海星は築地小劇場で俳優として活動し
たので、韓国演劇人の期待を一身に受けた。 
このように築地小劇場は植民地演劇人に

とって近代劇運動の模範的な事例であると
同時に、克服しなければならない対象という
二重的な地位を持っていた。なぜならば、
1930 年代の植民地知識人はすでに築地小劇
場の演劇史的な意義と限界を把握していた
ためである。そのために築地小劇場は一方で
は憧れの対象であり、また一方では克服の対
象だった。 
言うまでもなく韓国の近代知識人は日本

式の小劇場運動が抱えている劇団運営と観
客動員の構造的な問題を既に理解していた
にもかかわらず、小劇場運動をそのまま受け
入れて同じ失敗を繰り返した。このように韓
国の近代・現代劇理論の成立においては、日
本の演劇理論の影響が強かったことが明ら
かになった。 
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